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はじめに 
 

本書に含まれる内容は予告なく変更される場合があります。 

株式会社ニューテックは、本書に記載された製品の適合性、暗黙の保証、運用における損害、

及び、本書の使用に関連した損害について責任を負いかねます。また、本製品は、日本国外、

軍事目的、原子力設備で使用されないことを前提としております。 

株式会社ニューテックは、本書に記載された製品へ記録されたデータについて、その消失・

誤記録における責任を負いかねます。 

(データのバックアップは、システム管理者の責任において実施が必要です。) 

本書は、著作権によって保護された情報を含んでおり、本書のいかなる部分も、株式会社ニ

ューテックの書面による許可の無いまま、コピー、再版、他言語への翻訳を行ってはいけま

せん。 

 

株式会社ニューテック 

〒105-0013 

東京都港区浜松町 2丁目 7-19 KDX 浜松町ビル 

https://www.newtech.co.jp 

 

Copyright© 2023,Newtech Co.,Ltd. All rights reserved. 

 

 

 

 

本書利用者の前提条件 
 

本書は、コンピュータ装置の運用管理技術を有し、本書に記載された製品を利用するための、

コンピュータ OS(基本ソフト)のインストール及びシステム変更の知識、及び、安全な運用や

発生する問題を解決できる人を前提としています。 

http://www.newtech.co.jp/
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この表示を無視して誤った取り扱いをすると、使用者が死亡、または重症

を負う可能性が想定される内容を示しています。 

 

この表示を無視して誤った取り扱いをすると、使用者が傷害を負う可能性

が想定される場合及び物的損害の発生が想定される内容を示しています。 

この記号は、強制（必ずすること）の行為であることを示します。具体的

な強制内容をこの記号の中や近くに絵や文章で示します。 

この記号は、注意（警告を含む）をうながす内容があることを示します。

具体的な注意喚起内容をこの記号の中や近くに絵や文章で示します。 

この記号は、禁止（してはいけないこと）の行為であることを示します。

具体的な禁止内容をこの記号の中や近くに絵や文章で示します。 

 

この表示を無視して誤った取り扱いをすると、使用者が死亡、または重症

を負う危険が切迫して生じる場合が想定される内容を示しています。 

本製品は水を使う場所や湿気の多い所で使用しないで下さい。 

火災や感電、故障の原因となります。 

本製品やコンピュータ本体から煙が出たり異臭がした場合は、直ちに電源

を切り、電源コードをコンセントから抜いて下さい。 

すぐに販売店または弊社サポート窓口までご連絡下さい。 

そのまま使用すると火災や感電、故障の原因となります。 

本製品の内部に水などの液体や異物を入れないで下さい。 

万一入った時は、すぐに電源コードを抜いて販売店または弊社サポート窓

口までご連絡下さい。 

本製品の分解、改造、修理をお客様ご自身で行わないで下さい。 

本製品や火災や感電、故障の原因となります。 

安全にお使いいただくために 
 

本製品を安全にお使いいただき、ケガや機器の障害を未然に防止するために、以下の注意事

項を良くお読み下さい。 

表示の意味 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

警告 
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注意 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本製品に添付又はオプションのケーブル、コネクタ以外はご使用にならな

いで下さい。 

火災や感電、故障の原因となります。 

ぬれた手で電源プラグを触らないで下さい。 

火災や感電、故障の原因となります。 

電源プラグの端子にほこりや金属物が付着したままご使用にならないで下

さい。 

火災や感電、故障の原因となります。 

万一付着している場合は、良く拭き取ってからご使用下さい。 

電源プラグはコンセントの奥まで確実に挿し、アースを取ってご使用下さ

い。 

火災や感電、故障の原因となります。 
※本製品ではアース付きの３端子タイプの電源プラグを使用していますが、一時的にアース線付き 

 の３端子－２端子変換アダプタを使用する場合も必ずアース線を接続してご使用下さい。 

本製品の上に乗ったり、物を乗せたりしないで下さい。 

機器が故障や、倒れてケガの原因になります。 

リチウム電池の取り扱いについては、次のことを必ず守って下さい。 

本装置の内蔵バッテリには、リチウム電池が使われています。取り扱い

を誤ると、発熱、破裂、発火などの危険があります。 

・ 充電、電極除去、分解をしない 

・ 加熱、焼却をしない。 

・ 電池は水にぬらさない 

・ 子供が飲み込んだりしないように、十分注意する 

・ リチウム電池を廃棄する場合は、地方自治体の条例、または規制に従

ってください。 

・ バッテリの極性（＋、－）を正しく取り付けること。間違えると発熱、

破裂、発火などの危険があります。 
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RAID 構成方法 

 

1.RAID 構成の確認方法 

システム起動時に WebBIOS「MegaRAID BIOS Config Utility」(以下 WebBIOS)）へ入りモニタ画面で RAID 構成及

び状態を確認します。 

 

 

1-1. WebBIOS による確認方法 

サーバにキーボード、マウスとモニタを接続し直接コンソールから操作するか、BMC の Remote Console からサー

バの電源をオンします。マザーボードの BIOS がスタートし、次に RAID カードの BIOS がスタートします。 

画面下部に Press <Ctrl><H> for WebBIOS or <Ctrl><Y> for Preboot CLI と表示されたら、 

【Ctrl】+【R】 キーを押し、WebBIOS Console に入ります。 Preboot CLI は未サポートです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

内容は搭載されてい

る HDD や RAID 構成に

より異なります 
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ホーム画面 

 

 

メインメニューのタブは <Ctrl><N> （右へ進む）、<Ctrl><P> （左へ戻る）で移動できます。 

メニュー名 説明 

VD Mgmt Virtual Disk の設定を行います。 

アレイ構成、設定変更はここで行います。 

PD Mgmt 個々の物理ディスク単位での情報取得ができます。 

Ctrl Mgmt RAID コントローラーのパラメーター設定を行います。 

ブザーの停止はこの中に含まれています。 

Properties RAID コントローラーの各種情報が取得できます。 

 

Drive Group と RAID レベル 

Virtual Drive： 

アレイ番号 

構成しているアレイの全容量 

ロジカルドライブの状態 

 

Drives： 

アレイを構成している HDD 情報 

メインメニュー 
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1-2. ハードディスクの状態確認 

ハードディスクの状態を確認する方法について説明します。 

 

[Drives]を反転させた状態で右向きキー<→>を押すとドライブ一覧が展開表示されます。 

 

 

ハードディスクの状態 

Online アレイ構成済みで正常な状態です 

Unconfigured Good 未使用状態で正常な状態です 

Offline 読み書き禁止状態です 

Failed 故障状態です 

Unconfigured Bad アレイ未構成で故障状態です 

Rebuild リビルド中です 

Hotspare スペアディスクに設定されています 

 

ﾊﾞｯｸﾌﾟﾚｰﾝ 

Expander 

スロット番号 

ディスク容量 

ディスクの状態 
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1-3. VD の状態確認 

VD の状態を確認する方法について説明します。 

 

確認したい VD を反転させ、<return>を押します。 

指定した VD のプロパティが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

VD の状態 

表示 状態 意味 例 

Optimal オンライン 正常に運用されています HDD 故障なし 

Partially 

Degraded 

部分的 

クリティカル 
冗長性はありますが、HDD が故障している状態で

運用中です 

RAID6…HDD1 台故障 

Degraded クリティカル 冗長性のない状態で運用中です RAID5…HDD1 台故障 

RAID6…HDD2 台故障 

Offline オフライン 利用できない状態です RAID5…HDD2 台以上故障 

RAID6…HDD3 台以上故障 

 

 

RAID レベル 

VD につけた名称 

VD 総容量 

ストライプサイズ 

VD の状態 

初期化、リビルド等の進行状況 
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1-4. WebBIOS の終了 

1． ホーム画面から <ESC> を押します。 

2． 「Are you sure you want to exit?」と表示されたら <TAB> を押して [OK] を選択します。 

3． 「** Press Control+Alt+Delete to reboot **」と表示されたら、サーバ本体の電源を切るか、 

【Ctrl】+【Alt】+【Del】キーを押してサーバ本体を再起動します。 
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2. RAID 構成の削除及び再構成 

2-1. 工場出荷時の RAID 構成 

2-1-1. 1U サイズ 3.5 インチ 4ベイモデル 

RAID 構成を変更する際も、OS 用の領域は必ず作成して下さい。 

初期設定では Windows OS 領域は 200GB 、iX は 10GB、となっています。 

 

 

 

型番 NCDKN002T04SAN1*** NCDKN004T04SAN1*** NCDKN008T04SAN1*** NCDKN012T04SAN1*** NCDKN016T04SAN1*** NCDKN020T04SAN1*** 

HDD タイプ 6Gb/s SATA 3.5inch 

HDD 搭載数 2TB×4 4TB×4 8TB×4 12TB×4 16TB×4 20TB×4 

アレイ構成 

Drive Group: 0 

HDD 台数: 4 

Slot number: 0、1、2、3 

ロジカル 

ドライブ構成 

Virtual Drive: 0 

 

OS 領域 

Capacity: 

RAID Level: 

Stripe Size: 

Access Policy: 

Drive Cache Policy: 

Read Policy: 

IO Policy: 

Write Policy: 

200 GB （iX の場合 10GB） 

RAID 6 

64 KB 

Read Write 

Enable 

Ahead 

Cached IO 

Always Write Back 

ロジカル 

ドライブ構成 

Virtual Drive: 1 

 

データ領域 

Capacity: 

RAID Level: 

Stripe Size: 

Access Policy: 

Drive Cache Policy: 

Read Policy: 

IO Policy: 

Write Policy: 

構成可能な全容量 

RAID 6 

64 KB 

Read Write 

Enable 

Ahead 

Cached IO 

Always Write Back 

スペア 

ドライブ構成 
なし 

 

Windows で 64TB を超えるボリュームでは VSS および chkdsk が使用できません。 

必要なデータは必ずバックアップして下さい。 
構成を削除すると元のデータは失われ復元することはできません。削除する前に必要な

データは必ずバックアップしてください。 

1U モデルでは RAID 構成の削除、変更をした場合、OS のリカバリが必要になります。 
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2-1-2. 1U サイズ 2.5 インチ 8ベイモデル 

RAID 構成を変更する際も、OS 用の領域は必ず作成して下さい。 

初期設定では Windows OS 領域は 200GB 、iX は 10GB、となっています。 

 

 

 

 

型番 NCDKN1.2T08SSN1*** NCDKN1.8T08SSN1*** NCDKN2.4T08SSN1*** 

HDD タイプ 12Gb/s SAS 2.5inch 

HDD 搭載数 1.2TBx8 1.8TBx8 2.4TBx8 

アレイ構成 

Drive Group: 0 

HDD 台数: 8 

Slot number: 0、1、2、3、4、5、6、7 

ロジカル 

ドライブ構成 

Virtual Drive: 0 

 

OS 領域 

Capacity: 

RAID Level: 

Stripe Size: 

Access Policy: 

Drive Cache Policy: 

Read Policy: 

IO Policy: 

Write Policy: 

200 GB （iX の場合 10GB） 

RAID 6 

64 KB 

Read Write 

Disable 

Ahead 

Cached IO 

Always Write Back 

ロジカル 

ドライブ構成 

Virtual Drive: 1 

 

データ領域 

Capacity: 

RAID Level: 

Stripe Size: 

Access Policy: 

Drive Cache Policy: 

Read Policy: 

IO Policy: 

Write Policy: 

構成可能な全容量 

RAID 6 

64 KB 

Read Write 

Disable 

Ahead 

Cached IO 

Always Write Back 

スペア 

ドライブ構成 
なし 

必要なデータは必ずバックアップして下さい。 
構成を削除すると元のデータは失われ復元することはできません。削除する前に必要な

データは必ずバックアップしてください。 

1U モデルでは RAID 構成の削除、変更をした場合、OS のリカバリが必要になります。 

 

Windows で 64TB を超えるボリュームでは VSS および chkdsk が使用できません。 
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型番 NCDKN960G08SDN1*** NCDKN1.92T08SDN1*** NCDKN3.84T08SDN1*** NCDKN7.68T08SDN1*** 

SSD タイプ 6Gb/s SATA 2.5inch 

SSD 搭載数 960GB×8 1.92TB×8 3.84TB×8 7.68TB×8 

アレイ構成 

Drive Group: 0 

HDD 台数: 8 

Slot number: 0、1、2、3、4、5、6、7 

ロジカル 

ドライブ構成 

Virtual Drive: 0 

 

OS 領域 

Capacity: 

RAID Level: 

Stripe Size: 

Access Policy: 

Drive Cache Policy: 

Read Policy: 

IO Policy: 

Write Policy: 

200 GB （ix の場合 10GB） 

RAID 6 

64 KB 

Read Write 

Enable 

Ahead 

Cashed IO 

Always Write Back 

ロジカル 

ドライブ構成 

Virtual Drive: 1 

 

データ領域 

Capacity: 

RAID Level: 

Stripe Size: 

Access Policy: 

Drive Cache Policy: 

Read Policy: 

IO Policy: 

Write Policy: 

構成可能な全容量 

RAID 6 

64 KB 

Read Write 

Enable 

Ahead 

Cashed IO 

Always Write Back 

スペア 

ドライブ構成 
なし 

必要なデータは必ずバックアップして下さい。 
構成を削除すると元のデータは失われ復元することはできません。削除する前に必要な

データは必ずバックアップしてください。 

1U モデルでは RAID 構成の削除、変更をした場合、OS のリカバリが必要になります。 

 

 

Windows で 64TB を超えるボリュームでは VSS および chkdsk が使用できません。 
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2-1-3. 2U サイズ 3.5 インチ 12ベイモデル 

 

データ用 RAID 構成は変更可能です。OS 用の領域は変更できません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 SATA モデル 

型番 
NCDKN002T12SAN2*** 

NCDMN002T12SAN2*** 

N C D K N 0 0 4 T1 2 S A N 2* * * 

N C D M N 0 0 4 T1 2 S A N 2* * * 

N C D K N 0 0 8 T1 2 S A N 2* * * 

N C D M N 0 0 8 T1 2 S A N 2* * * 

N C D K N 0 1 2 T1 2 S A N 2* * * 

N C D M N 0 1 2 T1 2 S A N 2* * * 

N C D K N 0 1 6 T 1 2 S A N 2 * * * 

N C D M N 0 1 6 T 1 2 S A N 2 * * * 
N C D K N 0 2 0 T 1 2 S A N 2 * * * 

HDD 

タイプ 
SATA 6G 7200rpm 

HDD  

搭載数 
2TB×12 4TB×12 8TB×12 12TB×12 16TB×12 20TB×12 

OS 用構成
(変更不可) 

HDD 台数: 2     Slot number: 0 ～ 1 ミラー構成   256GB 

ﾊﾞｰﾁｬﾙ 

ﾄﾞﾗｲﾌﾞ 

構成 

VD0 

 

ﾃﾞﾌｫﾙﾄ 

構成 

HDD 台数: 

RAID Level: 

Stripe Size: 

Access Policy: 

Drive Cache Policy: 

Read Policy: 

IO Policy: 

Write Policy: 

スペアドライブ: 

11 

RAID 6 

64 KB 

Read Write 

Enabled 

Ahead 

Cached IO 

Always Write Back 

1 

必要なデータは必ずバックアップして下さい。 
構成を削除すると元のデータは失われ復元することはできません。削除する前に必要な

データは必ずバックアップしてください。 

 

Windows で 64TB を超えるボリュームでは VSS および chkdsk が使用できません。 
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2-1-4. 2U サイズ 2.5 インチ 24ベイモデル 

 
データ用 RAID 構成は変更可能です。OS 用の領域は変更できません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 SAS モデル SSD モデル 

型番 

NCDKN1.2T24SSN2*

** 

NCDMN1.2T24SSN2*

** 

NCDKN1.8T24SSN2*

** 

NCDMN1.8T24SSN2*

** 

NCDKN2.4T24SSN2*

** 

NCDMN2.4T24SSN2*

** 

NCDKN960G24SDN2*

** 

NCDMN960G24SDN2*

** 

NCDKN1.92T24SDN2

*** 

NCDMN1.92T24SDN2

*** 

NCDKN3.84T24SDN2

*** 

NCDMN3.84T24SDN2

*** 

NCDKN7.68T24SDN2**

* 

NCDMN7.68T24SDN2**

* 

HD 

タイプ 
SAS 12G 10000rpm SATA 6G SSD 

HDD 

搭載数 
1.2TB×24 1.8TB×24 2.4TB×24 960GB×24 1.92TB×24 3.84TB×24 7.68TB×24 

OS用構成 
(変更不可) 

HDD 台数: 2     Slot number: 0 ～ 1 ミラー構成   256GB 

ﾊﾞｰﾁｬﾙ 

ﾄﾞﾗｲﾌﾞ 

構成 

VD0 

 

サーバー

用途向け 

ﾃﾞﾌｫﾙﾄ 

構成 

（＊１） 

HDD 台数: 

RAID Level: 

Stripe Size: 

Access Policy: 

Drive Cache Policy: 

Read Policy: 

IO Policy: 

Write Policy: 

スペアドライブ: 

23 

RAID 6 

64 KB 

Read Write 

Enabled 

Ahead 

Cached IO 

Always Write Back 

1 

ﾊﾞｰﾁｬﾙ 

ﾄﾞﾗｲﾌﾞ 

構成 

VD0 

 

映像用途

向け 

ﾃﾞﾌｫﾙﾄ 

構成 

（＊１） 

HDD 台数: 

RAID Level: 

Stripe Size: 

Access Policy: 

Drive Cache Policy: 

Read Policy: 

IO Policy: 

Write Policy: 

スペアドライブ: 

24 

RAID 6 

256 KB 

Read Write 

Disabled 

Ahead 

Cached IO 

Always Write Back 

0 

(*1) サーバー用途向けデフォルト構成と映像用途向けデフォルト構成を同時選択することはできません。 

 

Windows で 64TB を超えるボリュームでは VSS および chkdsk が使用できません。 

必要なデータは必ずバックアップして下さい。 
構成を削除すると元のデータは失われ復元することはできません。削除する前に必要な

データは必ずバックアップしてください。 
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2-1-5. 4U サイズ 3.5 インチ 36ベイモデル 

 

データ用 RAID 構成は変更可能です。OS 用の領域は変更できません。 
※データ用 RAID の標準構成は、HDD サイズに関わらず、RAID6(32 本)+ｽﾍﾟｱ 4 本となります。(2023 年 3 月以降) 

 

 

 

 

 

 

 

 

型番 
NCDKN004T36SAN4*** 

NCDMN004T36SAN4*** 

NCDKN008T36SAN4*** 

NCDMN008T36SAN4*** 

HDD タイプ SATA 6Gbps 7200rpm 

HDD 搭載数 
4TB×36 

(OS 用 SSD×2) 

8TB×36 

(OS 用 SSD×2) 

OS 用構成 

(変更不可) 

HDD 台数: 2     Slot number: 0 ～ 1 ミラー構成   256GB 

アレイ構成 

Drive Group: 0 

HDD 台数:32 （VD0：RAID6） 

Slot number: front：0～23、rear：0～7 

ロジカル 

ドライブ構成 

Virtual Drive: 0 

データ領域 

RAID Level: 

Stripe Size: 

Access Policy: 

Drive Cache Policy: 

Read Policy: 

IO Policy: 

Write Policy: 

RAID 6 

64 KB 

Read Write 

Enable 

Ahead 

Cached IO 

Always Write Back 

スペア 

ドライブ構成 

設定: 

Slot number: 

Global 

rear：8,9,10,11 

     

必要なデータは必ずバックアップして下さい。 

構成を削除すると元のデータは失われ復元することはできません。削除する

前に必要なデータは必ずバックアップしてください。 

 

Windows で 64TB を超えるボリュームでは VSS および chkdsk が使用できません。 
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※データ用 RAID の標準構成は、HDD サイズに関わらず、RAID6(32 本)+ｽﾍﾟｱ 4 本となります。(2023 年 3 月以降) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

型番 
NCDKN012T36SAN4*** 

NCDMN012T36SAN4*** 

NCDKN016T36SAN4*** 

NCDMN016T36SAN4*** 

HDD 搭載数 
12TB×36 

(OS 用 SSD×2) 

16TB×36 

(OS 用 SSD×2) 

OS 用構成 

(変更不可) 

 

HDD 台数: 2     Slot number: 0 ～ 1 ミラー構成   256GB 

アレイ構成 

Drive Group: 0 

HDD 台数:17 （VD0：RAID6） 

Slot number:  front : 0～16 

アレイ構成 

Drive Group: 1 

HDD 台数:17 （VD1：RAID6） 

Slot number:  front : 17～23, rear : 0～9 

ロジカル 

ドライブ構成 

Virtual Drive: 0,1 共通 

データ領域 

RAID Level: 

Stripe Size: 

Access Policy: 

Drive Cache Policy: 

Read Policy: 

IO Policy: 

Write Policy: 

RAID 6 

64 KB 

Read Write 

Enable 

Ahead 

Cached IO 

Always Write Back 

スペア 

ドライブ構成 

設定: 

Slot number: 

Global 

rear：10, 11 

必要なデータは必ずバックアップして下さい。 

構成を削除すると元のデータは失われ復元することはできません。削除する

前に必要なデータは必ずバックアップしてください。 

 

Windows で 64TB を超えるボリュームでは VSS および chkdsk が使用できません。 
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※データ用 RAID の標準構成は、HDD サイズに関わらず、RAID6(32 本)+ｽﾍﾟｱ 4 本となります。(2023 年 3 月以降) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

型番 NCDKN020T36SAN4*** 

HDD 搭載数 
20TB×36 

(OS 用 SSD×2) 

OS 用構成 

(変更不可) 

 

HDD 台数: 2     Slot number: 0 ～ 1 ミラー構成   256GB 

アレイ構成 

Drive Group: 0 

HDD 台数:11 （VD0：RAID6） 

Slot number:  front : 0～10 

アレイ構成 

Drive Group: 1 

HDD 台数:11 （VD1：RAID6） 

Slot number:  front : 11～21 

アレイ構成 

Drive Group: 2 

HDD 台数:11 （VD2：RAID6） 

Slot number:  front : 22,23  rear : 0～8 

ロジカル 

ドライブ構成 

Virtual Drive: 0,1,2

共通 

データ領域 

RAID Level: 

Stripe Size: 

Access Policy: 

Drive Cache Policy: 

Read Policy: 

IO Policy: 

Write Policy: 

RAID 6 

64 KB 

Read Write 

Enable 

Ahead 

Cached IO 

Always Write Back 

スペア 

ドライブ構成 

設定: 

Slot number: 

Global 

rear：9,10,11 

必要なデータは必ずバックアップして下さい。 

構成を削除すると元のデータは失われ復元することはできません。削除する

前に必要なデータは必ずバックアップしてください。 

 

Windows で 64TB を超えるボリュームでは VSS および chkdsk が使用できません。 



14 

 

2-1-6. 2U サイズ 3.5 インチ 12ベイ JBOD モデル 

 

工場出荷時の RAID 構成（全モデル共通） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 SATA モデル 

型番 N C D K N 0 0 2 T 1 2 S A J 2 N C D K N 0 0 4 T 1 2 S A J 2 N C D K N 0 0 8 T 1 2 S A J 2 N C D K N 0 1 2 T 1 2 S A J 2 N C D K N 0 1 6 T 1 2 S A J 2 N C D K N 0 2 0 T 1 2 S A J 2 

HDD 

タイプ 
SATA 6G 7200rpm 

HDD  

搭載数 
2TB×12 4TB×12 8TB×12 12TB×12 16TB×12 20TB×12 

ﾊﾞｰﾁｬﾙ 

ﾄﾞﾗｲﾌﾞ 

構成 

VD0 

 

ﾃﾞﾌｫﾙﾄ 

構成 

HDD 台数: 

RAID Level: 

Stripe Size: 

Access Policy: 

Drive Cache Policy: 

Read Policy: 

IO Policy: 

Write Policy: 

スペアドライブ: 

11 

RAID 6 

64 KB 

Read Write 

Enabled 

Ahead 

Cached IO 

Always Write Back 

1 

必要なデータは必ずバックアップして下さい。 
構成を削除すると元のデータは失われ復元することはできません。削除する前に必要な

データは必ずバックアップしてください。 

 

Windows で 64TB を超えるボリュームでは VSS および chkdsk が使用できません。 
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2-1-7. 2U サイズ 2.5 インチ 24ベイ JBOD モデル 

工場出荷時の RAID 構成（全モデル共通） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 SAS モデル SSD モデル 

NTC 製品型番 

NCDKN1.2T24SSJ2 

NCDKN1.8T24SSJ2 

NCDKN2.4T24SSJ2 

NCDKN960G24SDJ2 

NCDKN1.92T24SDJ2 

NCDKN3.84T24SDJ2 

NCDKN7.68T24SDJ2 

HDD タイプ SAS 12G 10000rpm SATA 6G SSD 

HDD 搭載数 

1.2TB×24 

1.8TB×24 

2.4TB×24 

960GB×24 

1.92TB×24 

3.84TB×24 

7.68TB×24 

ﾊﾞｰﾁｬﾙﾄﾞﾗｲﾌﾞ構成 

VD0 

 

サーバー用途向け 

デフォルト構成 

（＊１） 

HDD 台数: 

RAID Level: 

Stripe Size: 

Access Policy: 

Drive Cache Policy: 

Read Policy: 

IO Policy: 

Write Policy: 

スペアドライブ: 

23 

RAID 6 

64 KB 

Read Write 

Enabled 

Ahead 

Cached IO 

Always Write Back 

1 

ﾊﾞｰﾁｬﾙﾄﾞﾗｲﾌﾞ構成 

VD0 

 

映像用途向け 

デフォルト構成 

（＊１） 

HDD 台数: 

RAID Level: 

Stripe Size: 

Access Policy: 

Drive Cache Policy: 

Read Policy: 

IO Policy: 

Write Policy: 

スペアドライブ: 

24 

RAID 6 

256 KB 

Read Write 

Disabled 

Ahead 

Cached IO 

Always Write Back 

0 

(*1) サーバー用途向けデフォルト構成と映像用途向けデフォルト構成を同時選択することはできません。 

 

Windows で 64TB を超えるボリュームでは VSS および chkdsk が使用できません。 

必要なデータは必ずバックアップして下さい。 

構成を削除すると元のデータは失われ復元することはできません。削除する

前に必要なデータは必ずバックアップしてください。 
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2-1-8. 4U サイズ 3.5 インチ 44ベイ JBOD モデル 

※標準 RAID 構成は、HDD サイズに関わらず、RAID6(21 本)+RAID6(21 本)+ｽﾍﾟｱ 2 本となります。(2023 年 3 月以降) 

 

工場出荷時の RAID 構成（4TB,8TB,12TB モデル） 

 

 

工場出荷時の RAID 構成（16TB,20TB モデル） 

 

 

 

 

 

 

 

 

型番 NCDKN004T44SAJ4 NCDKN008T44SAJ4 NCDKN012T44SAJ4 

HDD タイプ SATA 6Gbps 7200rpm 

HDD 搭載数 4TB×44 8TB×44 12TB×44 

アレイ構成 HDD 台数：44（VD0：RAID6,21 台、VD1：RAID6,21 台、スペア：2台） 

Drive Group: 0 Slot number front：0～20 

Drive Group: 1 Slot number front：21～23、rear：24～41 

ロジカル 

ドライブ構成 

Virtual Drive: 0,1 共

通 

データ領域 

RAID Level: 

Stripe Size: 

Access Policy: 

Drive Cache Policy: 

Read Policy: 

IO Policy: 

Write Policy: 

RAID 6 

64 KB 

Read Write 

Enable 

Ahead 

Cached IO 

Always Write Back 

スペア 

ドライブ構成 

設定: 

Slot number: 

Global 

rear：42,43 

型番 NCDKN016T44SAJ4 NCDKN020T44SAJ4 

HDD タイプ SATA 6Gbps 7200rpm 

HDD 搭載数 16TB×44 20TB×44 

アレイ構成 HDD 台数:44 （VD0：RAID6,14 台、VD1：RAID6,14 台、VD2：RAID6,14 台、スペア：2台） 

Drive Group: 0 Slot number front：0～13 

Drive Group: 1 Slot number front：14～23、rear：24～27 

Drive Group: 2 Slot number rear：28～41 

ロジカル 

ドライブ構成 

Virtual Drive: 0,1,2

共通 

データ領域 

RAID Level: 

Stripe Size: 

Access Policy: 

Drive Cache Policy: 

Read Policy: 

IO Policy: 

Write Policy: 

RAID 6 

64 KB 

Read Write 

Enable 

Ahead 

Cached IO 

Always Write Back 

スペア 

ドライブ構成 

設定: 

Slot number: 

Global 

rear：42,43 

必要なデータは必ずバックアップして下さい。 

構成を削除すると元のデータは失われ復元することはできません。削除する

前に必要なデータは必ずバックアップしてください。 

 

Windows で 64TB を超えるボリュームでは VSS および chkdsk が使用できません。 
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2-2. RAID 構成の削除 

 

 

 

構成削除 
RAID 構成を変更したい（HDD/SSD 台数変更など）場合は、現在の構成を削除し、その後 RAID を再度構成してくだ

さい。※Migration は未サポートです。 

 

以下は WebBIOS を使用した手順を記載しますが、MSM からも同様な操作が可能です。 

WebBIOS のホーム画面から、削除対象の VD を反転表示し、<F2> を押してください。メニューが表示されます。 

Delete Drive Group を実行すると VD を削除することができます。 

 

 
 

RAID 構成の削除を行おうとすると、下記画面の警告が表示されます。 

消去してもよければ[Yes]を選択して続行してください。指定したディスクアレイ構成が削除されます。 

 

 
 

既存の RAID 構成を残したまま、新たにロジカルドライブを追加する場合は、[No[]をクリックし、Add 

Configuration を選択してください。 

 

RAID コントローラー名を反転させて<F2>を押すと Clear Configuration （全 VD の一括削除）を選択することが

できます。 

必要なデータは必ずバックアップして下さい。 
構成を削除すると元のデータは失われ復元することはできません。削除する前に必要な

データは必ずバックアップしてください。 

1U モデルでは RAID 構成の削除、変更をした場合、OS のリカバリが必要になります。 
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2-3. RAID の構築、スペアディスクの設定 

2-3-1. RAID の構築 

RAID コントローラー名を反転（VD が無い場合には No Configuration Present ! 表示反転も有効）させた状態で、

<F2> を押すと Create Virtual Drive が選択できます。 

 
 

RAID レベル選択、HDD 選択、サイズ選択、Advanced（より詳細な設定）の順に操作を進めます。 
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最初に RAID レベルとドライブ台数の計画をたててください。 

 

※作成する RAID レベルにより最低必要なハードディスク台数が変わってきます。 

下記の表を参照しドライブグループに追加する HDD 台数を決めてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

RAID-10 は偶数台が必要です 

RAID-50, 60 はそれぞれ RAID-5, RAID-6 の倍の数量が必要です。 

これらの構成では Span（構成内の RAID-5 など）をいくつか束ねてひとつの RAID 構成を作ります。選択した RAID

レベルに応じて、ドライブ選択時に自動的に Span が構成されます。 

 

RAID Level : (デフォルトは RAID-0) が反転している状態で<Return>を押すと、この RAID コントローラーで選

択可能な RAID レベルが表示されます。希望のものに反転をあわせ、<Return>を押してください。 

 

 

RAID レベル 必要なハードディスク台数 

RAID 0 1 台以上 

RAID 1 2 台 

RAID 5 3 台以上 

RAID 6 4 台以上 

RAID 10 とその他の RAID レベル（RAID 0、RAID 1、RAID 5）を混在させる場合には、RAID 

10 とその他の RAID レベルのドライブグループを同時に作成しないでください。 

どちらかのドライブグループを作成した後で、再度「Configuration Wizard」画面で、

[Add Configuration]を選択し、他のドライブグループを追加してください 
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<TAB> を１回押すと、ドライブ選択に移動します。 

<Return> を押すと、選択、非選択が切り替わります。必要数を選択してください。 

 
 

<TAB> を１回押すと、容量指定選択に移動します。 

容量指定後、<TAB> を押して容量単位、名称（省略可）を設定してください。 

 
 

<TAB> を１回押して Advanced を選択してください。 

これから RAID 構成の、より詳細なパラメーターを設定します。 
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「工場出荷時の RAID 構成」を参考にパラメータを設定してください。 

   
Strip Size はデータアクセス傾向によって最適値が変わります。 

Read Policy : Ahead は先読みを行いますので、実用性能が向上します。 

Write Policy : Cloudy シリーズの標準出荷構成ではバッテリーバックアップユニット 

（BBU）は搭載しておりません。 

Write Through  - 書き込み時のキャッシングを行いません。スループットの面

では不利ですが、電源喪失時のデータロス可能性は低くなります。（BBU との併

用によりさらに安全性が向上します 

Write Back - 常時キャッシングを行いますので、スループット面では有利です

が、電源喪失時のデータロス可能性は高くなります。 

Write Back with BBU - 標準仕様の Cloudy シリーズでは BBU を搭載しないため、

Write Through と同じ動作を行います。 

I/O Policy : Direct は安全性優先、Cached は性能優先となります。 

Disk Cache Policy : HDD 内蔵のキャッシュ使用有無を選択します。 

Cloudy シリーズの標準構成では、サーバー用途 – Enable、映像用途 – Disable 

に設定しています。 

Emulation : Default に設定してください。 

 

Initialize : フォアグランド初期化処理を行います。処理が完了するまで、構成した VD 

は使用できません。(<Return>で選択されます) 

Configure HotSpare : RAID 構成後、引き続いてホットスペア設定を行います。 

Disable BGI : デフォルト動作では RAID 構成後、すぐに使用を始めることができ、 

バックグラウンドで初期化（同期）が走ります。意図的に禁止する場合に使 

します。 

 
 

 

設定が終わったら [OK] を選択して、RAID 構成に戻ってください。 
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設定が全て終わったら [OK] を選択して、RAID 構成を実行させます。 

 

 
 

フォアグランド初期化を省略した場合には警告が表示されます。 

初期化は後からかけることも出来ますが、内容が失われます。ご注意ください。 
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新しい VD が構成されました。 

OS からは未初期化の RAW デバイスとして認識されますので、OS からパーティショニング、ファイルシステムのフ

ォーマットを経て使用できるようになります。 
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2-3-2.スペアディスクの設定 
スペアディスクには、以下の種類があります。標準出荷構成は、Global HotSpare です。 

 ・Dedicated HotSpare：一つの RAID のみに対して有効なスペアディスク設定 

 ・Global HotSpare：すべての RAID に対して有効なスペアディスク設定 

 

スペアディスクを設定するには、以下の注意点があります。 

 ・容量の異なるディスクが装填されている場合、容量の小さなディスクはスペアディスクに設定できません。 

  例１）RAID を 12TB と 8TB のディスク混在で構成している場合、8TB のディスクはスペアディスクに設定 

できません。 

  例２）RAID を 8TB で構成していたが、故障で 12TB のディスクを装填しないといけなくなった場合、 

12TB のディスクはスペアディスクに設定できます。 

 

 ・種類の異なるディスクが装填されている場合、異なるディスクに対してスペアディスクに設定できません。 

  例）SAS と SATA がそれぞれ RAID 構成されている場合、SAS の RAID グループのスペアディスクに SATA を 

設定することはできません。同様に SATA の RAID グループのスペアディスクに SAS は設定できません。 

 

 

〇Dedicated HotSpare の設定 

未使用状態（Unconfigured Good）のハードディスクをスペアドライブとして設定します。 

VD Mgmt タブからスペアドライブを追加したい Drive Group を反転させ、<F2> を押してメニューを表示させま

す。上から２番目の Management Ded. HS (Management Desicated HotSpare) を選択します。 

 
 

スペアに使用するドライブを <Return> で選択し、[OK]で確定します。 

（解除、追加、変更もこの画面で行います） 
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設定したドライブは VD Mgmt の Hot spare drives の欄に表示されます。 

 
 

 

〇Global HotSpare の設定 

 未使用状態（Unconfigured Good）のハードディスクをスペアディスクとして設定します。 

 【Ctrl】＋【N】で、PD Mgmt タブを表示します。 

 

 
 

 スペアに設定したいドライブを反転させ、<F2> を押してメニューを表示させます。Make Global HS を選択し、

<Return>を押します。 
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 State が Hotspare に変わることを確認します。 

 

 
 

 

【Ctrl】＋【P】で、VD Mgmt タブを表示します。設定したスペアディスクは、各 RAID グループの Hot spare drives

に表示されます。スペアに設定したドライブと Global が表示されていることを確認してください。 
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2-3-3.複数筐体構成時のスペアディスク設定について 

以下の構成例のように 1枚の RAID カードで複数の JBOD を管理する場合、スペアディスク設定を Global とす

ると、筐体をまたがって、リビルドが行われることがあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

JBOD #1 では VD1 と Spare1 を構成し、JBOD #2 では VD2 と Spare2 を構成し、スペアディスクを Global に設

定したとします。 

VD2 でディスク故障が発生した場合、Spare1 がホットスペアとして利用され、筐体をまたがってのリビルド

となります。 

 

一方、上記と同じ構成でスペアディスクをDedicatedとして、VD1のスペアをSpare1に、VD2のスペアをSpare2

に設定したとします。 

VD2 でディスク故障が発生した場合、Spare2 がホットスペアとして利用され、筐体をまたがってのリビルド

は発生しません。 

 

このように 1枚の RAID カードで複数筐体を管理する構成の場合、スペアディスクの設定は、Dedicated とす

ることを推奨いたします。 
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